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　3年間続いてきた新型コロナ騒動も，第8波の終息を目の前に
し，マスク着用の緩和，2類から 5類への移行が議論されるよう
になって，大きな節目を迎えようとしています．学会活動も，
昨年の秋頃から会によっては現地開催がメインとなり，face to 
face で議論する本来の学会のあり方のよさを，あらためて認識
することが多くなりました．今後どうなるかはまだわかりませ
んが，皆様も長く寒い夜が終わり，地平線の向こうが白んでき
たときのような，少しほっとした明るい気持ちになっておられ
るのではないでしょうか．新型コロナが消滅することはないで
しょうが，皆様がある程度コロナ禍から解放され，脊椎脊髄病
の治療という本来の仕事に戻ることができるよう祈っておりま
す．また，それに伴って，滞りがちだったこの「脊椎脊髄ジャー
ナル」の発行も遅れを取り戻すことができるよう，編集委員，
出版社ともども急ピッチで作業を進めております．これからも
どうぞよろしくお願いいたします．
　今回の特集は，「脊椎脊髄の先進的なMRI 検査や解析」です．
MRI の出現によって，脊椎脊髄病における診断は飛躍的な進歩
を遂げてきました．しかし，それは X 線や CT などの伝統的な
画像検査と同様，形態と質を見ることが主だったといえます．
しかし，実臨床では，画像の程度と神経学的臨床症状が必ずし
も一致しないことはまれではなく，最終診断や責任病巣の決定
は主治医の経験に頼ることも多かったように思います．脊椎脊
髄疾患の治療においては，診断の比重はきわめて大きく，手術
の成否も手術そのものよりも診断（手術適応や手術計画も含め
て）にかかっているといっても過言ではありません．本特集に
紹介されたように，最近のMRI 技術では，形態，質をさらに詳
細に見ることが可能になったとともに，画像に機能を反映する
こともできるようになってきました．これは画像検査全体とし
てみても画期的なことだと思います．また，脊髄単独ではなく，
その大元である脳も考慮に入れて診断するという視点も，私の
ような古い整形外科医には目からうろこの発想です．日進月歩
で進むMRI の最先端に触れ，今後の診断・治療に役立てるとと
もに，臨床医の視点から新たなMRI の応用に思いを馳せていた
だければ幸いです．
 （根尾昌志）
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